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学  校  自  己  評  価  学校関係者評価 

現状と学校評価実施計画 達成状況と改善策  実施日:令和７年２月 17 日 

No 現状と課題 
評価 

項目 

具体的方策 

 

方策の 

評価指標 

方策の 

達成状況 

達成 

度 

次年度への 

課題と改善策 
 学校関係者からの 

評価・意見等 

１ 

・多くの生徒が基礎的･基本
的な知識・技能を習得してい
る｡今後も､主体的・対話的で
深い学びの視点からの授業改
善を行い、生徒の学力や意欲
の向上を図る｡ 
            

(1)教員の授
業力の向上 

①主体的・対話的で深い学びを実現
し、生徒の知識・技能や思考力・判
断力・表現力の向上を図る。  

②中高教員の授業の相互乗り入れと研
究授業を実施する。  

① 生徒・保護者ｱﾝｹｰﾄの肯定的
な回答の割合 
 

②研修機会の設定と教員ｱﾝｹｰﾄ
の肯定的な回答の割合  

①生徒の 90％、保護者の
80％が肯定的な回答をし
ている。 
②研修を 10回実施し教員
の授業力向上を図った。 

Ａ 

引き続き教員研修
の時間を確保し、
授業力の向上に努
める。 

 (1)すべての項目でＡまたはＢ

となっており、充実した教育

ができていることを確認し

た。 

(2)６年間を見据えた学習や行

事を充実させることを通じ

て、学業はもちろん、社会性

やリーダーシップ、協調性な

ども育んでほしい。 

(3)スマートフォンの使用を通

じて、デジタルリテラシーや

情報リテラシーのスキルを向

上させることについても考え

てみてはどうか。デジタル技

術を活用することで、将来の

キャリアに必要なスキルを身

に付けたり、適切な使用ルー

ルやマナーを学ぶ機会になっ

たりするのではないか。ま

た、教職員のデジタルスキル

の向上も現代の教育現場には

必要である。 

(4)生徒や職員に比べて保護者

の肯定的な回答の割合が少な

い。保護者との対話の場面を

できるだけ多く設定してほし

い。 

(5)不登校の未然防止も含め

て、「居場所づくり」「絆づく

り」を意識した学年、学級づ

くりをさらに進めてほしい。 

(6)生徒に任せる部分を増やす

など、生徒の自主性を生かす

場面を増やしたことはよかっ

た。 

 

(2)生徒の学
習意欲と学
力の向上 

①学習ｻｲｸﾙを基にした学習指導の徹底
とﾁｬﾚﾝｼﾞ意欲の喚起を図る。         

②ＩＣＴを活用した、分かりやすい授
業と個に応じた指導を充実させる。      

①生徒・保護者ｱﾝｹｰﾄの肯定的
な回答の割合 

②生徒ｱﾝｹｰﾄの肯定的な回答の
割合 

①65％の生徒、保護者が肯
定的な回答をしている。 

②生徒の 90％が肯定的な回
答をしている。 

Ｂ 

フォーサイト手帳
や今未来手帳を活
用し、計画的に学
習するための支援
を充実させる。 

 

２ 

・中学３年生が中心となり、
異年齢集団の活動による主体
的な生徒会活動が行われてい
る。 
 
・ジェネリックスキルを意識
した振り返りやキャリアパス
ポートを適切に活用し、生徒
が自己の変容や成長を実感で
きるようにする。 

(1)中高一貫
教育校のメ
リットを生
かした活動
の推進 

①学校行事において、異年齢集団によ
る活動が効果的に実施できるよう、
準備、実施、振り返りの各場面で中
高の連携をより推進する。 

①生徒・保護者・教員ｱﾝｹｰﾄの
肯定的な回答の割合 

 

①65％の生徒、保護者が肯
定的な回答をしている。 

Ｂ 

引き続き学校行事
等の準備、実施、
振り返りの各場面
で中高の連携をよ
り推進する。 

 

(2)進路指導
（キャリア
教育）の充
実 

①進路学習を計画的に行うとともに、
高校生による進路講話や体験授業等
の充実を図る。 

②総合的な学習の時間を中心に、キャ
リア教育の視点から身に付けさせた
い力の共通理解を図る。 

①生徒ｱﾝｹｰﾄの肯定的な回答の
割合 

 
②教員ｱﾝｹｰﾄの肯定的な回答の

割合 

①生徒の 75％が肯定的な回
答をしている。 

 
②すべての教員が進路学習
やキャリア教育を意識し
て指導した。 

Ｂ 

総合的な学習の時
間の内容について
改善を図るととも
に、ジェネリック
スキルへの意識を
さらに高める。 

 

３ 

・部活動や学級活動、生徒会
活動に意欲的に取り組む生徒
が多い。 
 
 
 
・自己肯定感がもてず、人間
関係を上手くつくれない生徒
もいる。集団づくり等を通し
て人間性の育成を図る。 

(1)部活動の
適正化と特
別活動の活
性化 

①「部活動の方針」等に基づいた適
正な部活動の運営を行うとともに、
生徒の主体的な活動を推進する。 

②学級活動や生徒会活動等を充実させ
ることで、生徒の心身の健やかさと
活力を育む。 

①生徒・教員ｱﾝｹｰﾄの肯定的な
回答の割合 

 
②生徒ｱﾝｹｰﾄの肯定的な回答の

割合 

①生徒の 70％、すべての教
員が肯定的な回答をして
いる。 
②90％以上が肯定的な回答
をしている。 

Ｂ 

引き続き、部活動
や学級活動、生徒
会活動での主体的
な活動を充実させ
る。 

 

(2)生徒の健
全な精神の
育成 

①「ふれあいのある人間関係」と「ル
ールの確保」の両方がある集団づく
りを進める。     

②「居場所づくり」「絆づくり」を意
識した学年、学級づくりを進める。
教育相談体制のさらなる充実を図
り、いじめの未然防止や生徒の悩み
等の早期発見・対応に努める。  

①生徒ｱﾝｹｰﾄの肯定的な回答の
割合と教育相談ｱﾝｹｰ結果 

 
②生徒・保護者ｱﾝｹｰﾄの肯定的
な回答の割合と Q-U ﾃｽﾄ結果 

①自己肯定感をもてている
生徒が 68％となってい
る。 

②生徒の 70％、保護者の
65％が肯定的な回答をし
ている。 

Ｂ 

集団を高めながら
人間関係づくりを
計画的に行うとと
もに、教育相談や
保護者との連携の
充実を図る。 

 

 

４ 

・教員は生徒と関わる時間
を確保しているが、時間外
の勤務時間が少なくない。
引き続き教員の業務改善に
努める必要がある。 
 
 

(1) 教 員 の
「働き方改
革」の推進 

①より効果的な教育活動を行うため
に、担当する業務について、見直し
や改善を図る。            

②「チーム矢東」として教職員間のコ
ミュニケーションや協働を大切にす
る。報告・連絡・相談を大切にしな
がら教育活動を行っている。 

①教員ｱﾝｹｰﾄの肯定的な回答の
割合 

 
②教員ｱﾝｹｰﾄの肯定的な回答の
割合 

①すべての教員が肯定的な
回答をしている。 

 
②90％以上の教員が肯定的
な回答をしている。 

Ａ 

教職員間のコミュ
ニケーションや協
働、報告・連絡・
相談を大切にしな
がら教育活動を行
っている。 

 

教育目標  高い志を抱き、次代を力強く担うリーダーの育成 

本年度の重点目標 

 １ 深い教養、高い学力の育成（学力の向上） 

 ２ 他者を思いやる心、社会貢献意欲の育成（人間性の育成） 

 ３ 心身の力強さと健やかさの育成（体力（耐力）の増進） 

 ４ 魅力ある学校づくりの推進（地域との連携強化） 

達成度 

A 達成・満足できた （80％以上） 

B ほぼ達成・満足できた（60％以上～80％未満） 

C 十分とは言えない（40％以上～60％未満） 

D 達成できなかった（40％未満） 



・ＨＰや学校パンフレット
を中心に情報発信を行って
いる。保護者や地域社会に
向けた情報発信を充実させ
る必要がある。 

(2)学校広報
活動と情報
発信の推進 

①学校パンフレット、ＨＰ等の内容の
充実を図る。     

②保護者や地域社会のニーズにあった
情報を提供する。   

①保護者・教員ｱﾝｹｰﾄの肯定的
な回答の割合 

②保護者ｱﾝｹｰﾄの肯定的な内容
の割合 

①教員の 60％、保護者の
70％以上が肯定的な回答
をしている。 

②保護者の 65％以上が肯定
的な回答をしている。 

Ｂ 

外部の閲覧者や
保護者を意識し
て、ＨＰ等の内
容を改善する 

 
 
 
 

(7)市町等の様々なイベントで

の生徒の活躍が耳に入ってき

ている。ＨＰ等を利用し、そ

の活躍も発信してほしい。 

 


